
　（別紙４（２）） 事業所名 ：第2グループホーム愛生

目標達成計画 作成日　　：　平成29年3月31日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 １

理念は複合型施設として他事業所と同じ内容
となっている。

グループホーム独自の理念づくりを行う。 ホーム会議・勉強会の際、理念作りを行う。
理念作りが終えたら運営推進会議での報
告・パンフレット作成を行う。 ３ヶ月

2 ６

アンケート用紙を設置しているものの利用に
はあたっていない。

内容の検討を行い、家族の方が利用しや
すい環境作りに努める。

家族の方へアンケー音用紙を設置している
ことを再度伝えると共にアンケートの内容を
検討・書きやすい内容に変更する。 ３ヶ月

3 １３

ホーム単独・夜間の訓練が実施されていな
い。台所周辺にメニュー表はど可燃物があ
る。

訓練の実施。可燃物を置かないようにす
る。

Ｈ29年度ホーム単独・夜間の訓練を実施す
る。台所周辺の可燃物は現在、移動してい
おり置かないように統一している。 １２ヶ月

4 １７

浴室の棚の物品や脱衣所の排せつ用品等整
理する必要がある。

整理・整頓を行う。 浴槽の中から浴室を見ることで、入居者の
方の目線から必要・不必要なものが出てき
た。不必要な物は現在、直しており、脱衣所
の排せつ用品もカーテン等を用いて見た目
も良くなっている。

1ヶ月

5 １９

洗面台に使用していないものがある。 必要な物品のみ置くようにする。 洗面台には必要な物品のみ置くようにした。
必要な時には使用するものは収納スペース
を設け対応できるようにした。

１ヶ月

6 ２０

居室内にある排泄用品（おむつ類）が段ボー
ルなどに収納している。

居心地良い環境作りに努める。 収納ケースを購入し現在対応している。

1ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先
して取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】



7 ３

議事録について誰の発言か分かりずらい。 記録方法の検討 個別に話した内容を記入するようにした。
改行を見やすいようにしていく。 １ヶ月

8 １５

検食を行っていない。食事の際、洗い物を
行っている。

検食の検討 現在、昼食のみ行うのか、3食行うのか等検
討中である。検食ができた場合は検食簿を
作成し記入していく。
食事の際の洗い物は行わないようにしてい
る。

６ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


